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多属性意思決定に基づくカジノを構成する水準の選好度に
関する研究

ー日本におけるカジノの認知向上に向けたアイデア創発の契機として

古宮 望美,a) 中村 潤,b)

概要：合法カジノを含む統合型リゾートは世界各国に存在し,日本でもカジノの導入が検討されている.筆
者らは,人々のカジノに対する選好を,アンケート調査により得られた多変量データ (カジノを構成する水
準の選好度)から理解した.また本研究では,データに基づくカジノへの選好の理解にとどまらず,日本にお
けるカジノの認知向上に繋げるためのアイデアを検討した.

Derivation of preference levels of casinos by multi-attribute decision
making and study on idea generation for cognitive improvement in

casinos in Japan
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1. 背景

合法カジノを含む統合型リゾート (以下,IR)は,世界各
国で観光産業の発展に寄与し,大規模な経済効果を生み出
している [1].日本でも,2016年に特定複合観光施設区域整
備法案 (以下,IR法)が成立した.2018年内には国会におい
て,カジノの導入に向けより具体的な規制を検討するため
の IR実施法を成立させる見込みであるが,現状では IRの
導入に反対する人も数多く存在している [2].
本稿では,なぜ,世界中の国や地域で合法化されているカ

ジノが日本では認知されないのかに焦点を当て,議論を進
めていく.先ず 2章で先行研究,3章で本研究の目的,4章で
調査方法を述べる.5章では調査から得られた結果を示し,6
章においては結果に対する考察を述べる.7章を本稿のむす
びとする.
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2. 先行研究

複数の製品やサービスの中から,消費者自身にとって最も
好ましい選択をする際,多属性意思決定 [3]が行われる場合
がある.特に,複数の要因が一つの製品の評価を左右する場
面では,コンジョイント分析を用いて製品の評価に対する鍵
となる要因の特定をする場ことが多い [4][5][6].[7]では,カ
ジノを構成する外的環境の要因 (建物の構造,混雑具合,音
環境等)が,カジノでゲームをする人々の精神にどれだけ影
響を及ぼすのか,コンジョイント分析を用いて明らかにし
ている.しかし,カジノを構成する要因に関して,Marketing
要素を加味した研究は限られており,[7]においても施設の
構造といった環境的要因にのみフォーカスされている.
筆者らは,今後日本でカジノの導入を検討するにあたり,

カジノの選好を左右する鍵となる要素を,多変量データか
ら特定する必要があると考える.その上で,カジノの認知向
上に向けたアイデア創発に繋げるためにも,本研究に取り
組む意義がある.

1ⓒ 2018 Information Processing Society of Japan

Vol.2018-ICS-191 No.3
2018/3/26



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

3. 目的

本研究では,日本で生活する人々にとって,どのようなカ
ジノであれば好ましいとされるのかを,多変量データに基
づき明らかにする.さらには,人々のカジノに対する選好を
データから理解し,日本におけるカジノの認知向上に繋げ
るための検討を行う.

4. 方法

本研究では,カジノを構成する水準の好ましさの度合い
(以下,選好度)を導出するために,被験者から得た回答デー
タに対してコンジョイント分析を行っている.本章では,調
査概要および結果の導出方法について記す.

4.1 調査概要

本研究では,97名の被験者 (図 1参照)に対し,コンジョ
イントカードを用いた webアンケート調査を実施してい
る. 1

図 1 被験者属性

Fig. 1 Subjects attribute

下記表 1に,各カードの内容にあたる 4要因 (立地,賭け
金に対する制限,場内の雰囲気,運営組織)・12水準 (各要
因に対する選択肢)の組合せを示す.

表 1 各コンジョイントカードにおける 4 要因 3 水準の組合せ
Table 1 Combination of four factors and three levels in each

conjoint card

各カードにおける水準は実験計画法に基づいて組み合
1 調査期間は 2017 年 10 月 9 日から同年 11 月 12 日までの 34 日
間であり, 質問項目の作成には web アンケートツール「creative
survey(https://creativesurvey.com/) を用いた. 被験者は全
員東京都内 (離島部を除く) に通勤・通学している成人である.

わされたものである.要因と水準を設定した経緯について
は [8]を参照されたい.
被験者は各カードを一対一で見比べ,心理尺度が示され

た直線上に,カードに示す仮想カジノの好ましさに応じて
カーソルを移動させる (図 2参照).

図 2 アンケート画面一例

Fig. 2 A questionnaire screen example

このようにして一被検者あたり 36回,9枚のカードに対
する一対比較評価 [9]を行って頂いた.

4.2 一対比較評価に基づいた水準の選好度の導出

本節では,各カードに記された,仮想カジノを構成する水
準の選好度の導出過程を示す.下記に,選好度の導出にあた
り必要な記号と条件式を定義する.
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5. 結果

アンケート調査で得たデータに対しコンジョイント分析

を行った結果を,図 3に示す (降順).本研究では 4.2節に記
載した手順に則り,各カード上の仮想カジノを構成する水
準の選好度を導出している.

図 3 全水準の選好順序 (N=97)
Fig. 3 Preference order of all levels(N = 97)

6. 考察

本章では,5章で得た結果から作成した Card Xと,[8]に
おいて最も評価順位が高かった Card No,2との比較を試
みる.

4 つの要因に対して各 3 水準を組み合わせたすべての
カードの選好を問う場合,81(= 34)枚のカードをそれぞれ
一対比較しなければならない.しかし本調査においては,実
験計画法に基づいたカードの作成を行っているため,9枚の
カードの選好を問うことで,全ての水準に対する選好度を
導出ている [10].本章では,各要因から一つずつ,最も選好
度の高い水準を抽出することで,9枚のカード以外で最も好
まれると考えられる Card Xを作成した (図 4参照).

図 4 各要因における選好度最上位の水準で構成された card x
Fig. 4 Preference for each factor the card X composed of the

highest level

次に，高い選好度の水準で構成された Card Xと,[8]に

おいて最も評価順位が高かった Card No,2との比較を図 5
に示す.

図 5 高評価得点の 2 カード間の比較
Fig. 5 Comparison between 2 cards with high rating scores

上記 2枚のカードにおいて,各水準をそれぞれ比較する
と,立地・雰囲気に対する水準は両カードとも共通して台
場・高級感とされている.立地の水準については,台場その
ものというよりも,臨海部に位置し,展示場や大型宿泊施設
等が多く存在しているといった台場エリアの特徴が好まれ

たのではないかと推測できる.台場に複合施設の一環とし
てカジノが存在するという状況が,既存の統合型リゾート
のイメージと合致した結果,選好されたと考える.
雰囲気に関しては,カジノのルーツ [11]にも関わる高級

感こそが,カジノ特有の好ましい雰囲気であると判断した
被検者が多かったのではないかと考えた.例えば東京ディ
ズニーリゾート ®のような,非日常的な雰囲気を演出して
来場者を楽しませる既存の施設に対し,高級な雰囲気や上
質なもてなしが提供されるようなカジノを設計することで,
カジノに関心を示す人々により好まれるのではないか.ま
た,上質な接客や高級なサービスを提供するために,国内外
の高級ホテルチェーンを誘致した上で,サービスのノウハ
ウを共有することで高級感を維持したカジノの運営も可能

ではないかと考えた.いずれにせよこれらの結果から,「高
級感のある特別な場所」といった場にすることで,人々に
好まれるカジノになり得るのではないかと考える.
運営組織と賭け金に対する制限に関しては,両カードと
も異なる水準が選好されていた.上記 2カードは,いずれも
被験者から高評価を得たものであるが,より好ましいカジノ
を構築するためにどの水準を抽出すべきかについては,慎
重に検討する必要がある.これに関しては,金銭面を重視す
るのか,運営組織の信頼性を重視するのかといった,要因自
体の影響度を数値化した上で,改めて考察する必要がある.
但し現時点でも,運営組織はいずれも民間企業が選好さ
れており,地方自治体は好まれていないという点と,賭け金
に対する制限は上限の有無に着目されているという二点に

ついては考察の余地がある.運営組織に地方自治体が好ま
れない理由として,日本における既存の公営競技に対する
印象が悪く,税金を使った賭博行為に良いイメージを抱か
ない被験者が一定数存在したという推測が出来る.この結
果から,日本でカジノを運営する際には,海外のカジノを既
に運営している企業と,日本で新規事業に参入することに
積極的な企業が協働することで,人々にとってより好まし
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いカジノ運営が出来るのではないかと考えた.具体的には,
日本で運営されるカジノと海外のカジノでアライアンスを

組み,海外で既に稼働しているカジノと連携するような仕
組みを作ることで,日本にいながら海外のカジノで遊べる
といったような安心感や楽しさに繋げることが可能ではな

いかと推測する.
賭け金への制限に関しては,ベッティングシステムや被

験者の属性によって,どのように設定されると好ましいか
が大きく異なるであろう.ただ,上限を設けるといったよう
な分かりやすい制限が,人々の安心感に結びつくのではな
いかとも推測できる. 以下に, 来場者にとって一定の安心
感を維持しながらゲームに参加してもらうためのアイデア

の一例を述べる. 例えば, 賭け金に上限を設ける場合であ
れば,賭け金に対して自身の手持ち金額がどれくらいなの
かを示したり,場合によっては警告のサインを出したりと
いった,ITを活用したベッティングへの不安解消につなげ
ることも可能ではないか.あるいは,金額の上限を数段階に
分け,リターンも上限に見合った金額で戻ってくるといっ
たような,参加者自身の金銭的な余裕や楽しみ方によって
賭け金に対する制限を選択できる仕組みを作ることも検討

出来るのではないか.

7. むすび

本研究では,コンジョイントカードを用いて,被験者 97
名に仮想のカジノの評価をして頂いた.その結果,被検者に
おける,カジノを構成する各水準への選好を理解すること
が出来た.また,水準の選好度を基に,人々に特に好まれる
カジノがどのようなものであるかを検討し,日本における
カジノの認知向上に繋げるための検討を行った.
本研究の限界としては,被験者数が 97名と小規模な調査

であった点が挙げられる.被験者属性も限られており,本調
査で得られた結果は極めて限定的な状況下で示されたもの

と分かる.要因と水準も,被験者の負担軽減のために数を限
定しており,カジノや IR施設に関する全てを網羅している
わけではない.今後,本研究で設定した要因と水準の下で,
より深く被験者のカジノに対する選好を理解するためには,
立地や運営組織といったカジノを構成する各要因が,カジ
ノの選好にどれだけ影響を及ぼしているか (要因の影響度)
を数値化する必要がある.その結果を踏まえて,日本におけ
るカジノの認知向上のための,より現実的なアイデアを創
造出来るであろう.
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